
着がある市民の割合
4

75 75.7 76.4 77 77.7 Ｄ
福 ％ 74.2

72.3 - - - - △54.3

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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前期基本計画 平成２７年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０６ 安全で強靭な水道の持続

水道整備課長   阿部一彦

水道経営課長　谷川透　　簡易水道室長　石川隆二

１．基本施策の平成27年度までの実現状況を明らかにする

岩手山麓の水源を大切に活用し、強靭な水道施設の整備に努め、市民が必要とする安全な水をいつでも提供できる水道を目

指します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮 滝沢市の水道水がおいしいと感じている人の割合

1 ら 70 71 72 73 73.5 Ａ
％ 68.1

し 70.8 - - - - 50.0

幸 滝沢市に愛着がある市民の割合

2 75 75.7 76.4 77 77.7 Ｄ
％ 74.2

福 72.3 - - - - △54.3

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

04060100 安全な水道水の供給
暮

滝沢市の水道水がおいしいと感じている人の割合
1 ら

70 71 72 73 73.5 Ａ
し ％ 68.1

70.8 - - - - 50.0

04060100 安全な水道水の供給
幸

滝沢市に愛着がある市民の割合
2

75 75.7 76.4 77 77.7 Ｄ
福 ％ 74.2

72.3 - - - - △54.3

04060200 強靭な水道の整備と維持
暮

漏水率
3 ら

7.4 7.2 7 6.8 6.7 Ｄ
し ％ 8.1

8.9 - - - - △57.1

04060200 強靭な水道の整備と維持
幸

滝沢市に愛



り組みと方針についての達成（実現）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

様式Ｆ 最終更新日：平成28年06月27日 2頁

前期基本計画 平成２７年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０６ 安全で強靭な水道の持続

水道整備課長   阿部一彦

水道経営課長　谷川透　　簡易水道室長　石川隆二

２．基本施策の実現に向けての平成27年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

原水から末端給水までの水質管理上のリスクのとそのリスクにどう対処すべきかを整理した「水安全計画」の策定を行い、

施策方針である、市民がいつでもどんなときでもおいしく安

政

全な水を得ることがで

 

きる仕組みづくりを推

 

進しました。

また、水

 

道施設の強靭化という

 

施策方針達成に向けた

策

取り組みとして、施設

:

の健全度が保たれ、耐

基

震化やバックアップ体

本

制

を構築するため、資

施

産の現状把握を行い、

策

今後４０年の更新需要

:

及び財政収支見通しを

主

把握するアセットマネ

管

ジメントを取

りまとめ

課

ました。

(２) 基本

長

施策内の取り組みと方

職

針のうち、平成27年

・

度の重点課題の達成（

氏

実現）状況
Ｃ 一部達成

名

した

【重点課題】

　施

関

設の更新計画の策定

【

係

重点課題の達成状況】

課

　平成２７年度は更新

長

計画策定のための資産

職

調査と施設調査台帳を

・

整理し、更新計画の基

氏

となるアセットマネジ

名

メントを策

定しました

(

。これを基に平成２８

１

年度に施設更新計画を

)

策定する予定です。

３

 

．基本施策の実現に向

基

けての平成27年度実

本

施後での変化を認識す

施

る

Ａ 社会環境変化なし

策

当施策に影響を及ぼす

目

ような社会環境変化は

標

ありませんでした。

Ａ

の

必要なし

基本施策達成

達

のため、引き続き同一

成

内容の基本施策の実施

（

が必須であるため、見

実

直しの必要はありませ

現

ん。

(１) 平成29

）

年度方針策定に際し、

に

今後の方向性や引継課

向

題
Ａ 課題なし

【今後の

け

方向性】

　平成２７年

た

度に策定した水道事業

計

中期経営計画に沿って

画

、各事業を実行してい

期

くことが重要です。

【

間

引継課題】

　漏水率が

内

増加しており、漏水対

の

策の強化によるコスト

取

縮減が課題です。



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)

様式Ｆ 最終更新日：平成28年06月27日 3頁

前期基本計画 平成２７年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０６ 安全で強靭な水道の持続

水道整備課長   阿部一彦

水道経営課長　谷川透　　簡易水道室長　石川隆二

04060100  安全な水道水の供給
1

43,000 52,587 22.3

04060200  強靭な水道の整備と維持
2

1,144,723 909,841 △20.5


